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議案番号

　　会派及び氏名　　　　

　

　　　　　件　　名

議
決
月
日

議
決
結
果

蒼
生
会

市
　
民

ク
ラ
ブ

公
明
党

共
産
党

無
会
派

小

林

幸

悦

髙

橋

　

豪

田

口

寿

宜

八
桺
良
太
郎

真

崎

寿

浩

高

橋

輝

彦

武

藤

義

彦

門

脇

晃

幸

稲

田

　

修

伊

藤

邦

彦

阿
部
則
比
古

荒
木
田
俊
一

小
木
田
　
隆

熊

谷

一

夫

平

岡

裕

子

髙

久

昭

二

議 案
第 5８ 号 令和３年度仙北市一般会計補正予算（第４号） 6/25 可決 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 退 賛 賛 賛 賛

※全会一致で可決された議案については議員賛否を掲載しておりません。

凡例 :賛→賛成、反→反対　退→退席　欠→欠席（議長は法律で定めるケース以外では表決をしないことになっています）
議決結果/議員賛否 令和3年 第3回 仙北市議会定例会（招集日：6/3　最終日：6/25）

　令和 3年第 3回定例会が６月 3日から６月 25 日までの 21 日間開催され、新型コロナウイルス感染症対策
などを盛り込んだ「令和 3年度仙北市一般会計補正予算（3号）（4号）」など、合計 13 件について審議され
ました。新型コロナによる経済の落ち込みを支援するため、市内宿泊施設を利用する際に使用できる 3,000
円の値引券を発行する「プレミアム宿泊支援事業」や、飲食店などが県の認証制度申請のために衛生環境の
整備を行う場合の補助制度「感染予防対策支援事業」などが可決されております。

令和3年度一般会計補正予算

6
月
定
例
会

可
決
・
承
認
さ
れ
た
主
な
議
案

◇専決処分の承認について（仙北市一般職の給与に
関する条例の一部を改正する条例）

◇専決処分の承認について（仙北市固定資産評価審
査委員会条例の一部を改正する条例）

◇専決処分の承認について（令和2年度仙北市一般
会計補正予算 第17号）

◇専決処分の承認について（令和3年度仙北市一般
会計補正予算 第2号）

◇令和3年仙北市一般会計補正予算（第3号）
◇令和3年度仙北市国民健康保険特別会計補正予算

（第1号）
◇令和3年度仙北市生保内財産区特別会計補正予算

（第1号）

◇仙北市病院事業会計補正予算（第1号）
◇令和3年仙北市一般会計補正予算（第4号）
◇仙北市議会委員会条例の一部を改正する条例制定

について
◇仙北市議会会議規則の一部を改正する規則制定に

ついて

意見書
◇教職員定数改善と義務教育費国庫負担引き上げを

求める意見書
◇地方財政の充実・強化を求める意見書

補正額 2億1805万円を可決 累計210億950万円に
「プレミアム宿泊支援事業」「感染予防対策支援事業」など、コロナ経済対策を可決

− 6 月定例会−
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本会議・予算常任委員会　6月定例会で審議された補正予算

小
水
力
発
電
に
出
資

そ
の
狙
い
と
効
果
は
？

質
問　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
支
援
事

業
費
と
し
て
玉
川
地
内
で
民
間
事
業
者
が
行

う
小
水
力
発
電
に
20
万
円
を
出
資
す
る
が
、

こ
の
狙
い
と
効
果
を
問
う
。

答
弁　

市
内
企
業
な
ど
が
出
資
す
る
「
あ
き

た
仙
北
水
力
発
電
㈱
」
に
よ
り
、
玉
川
地
内

の
濁
沢
に
最
大
出
力
３
９
５
kw
の
濁
沢
第
一

発
電
所
、
６
９
５
kw
の
濁
沢
第
二
発
電
所
が

建
設
さ
れ
る
も
の
で
、
予
定
で
は
令
和
4
年

度
の
工
事
着
工
と
な
る
。
売
電
開
始
は
令
和

6
年
度
以
降
で
、
事
業
期
間
を
40
年
と
し
て

い
る
。

　

今
回
計
画
さ
れ
た
小
水
力
発
電
は
、
国
の

電
力
固
定
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
）
の
活

用
有
無
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
計
画
で
は
、

「
あ
き
た
仙
北
水
力
発
電
㈱
」
か
ら
市
に
対

し
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
期
間
の
20
年
に
わ
た
り
、

年
間
約
１
，
１
０
０
万
円
、
合
計
２
・
２
億

円
を
地
域
振
興
基
金
と
し
て
寄
付
し
た
い
と

の
申
し
出
が
あ
る
。

　

市
と
し
て
は
、
頂
い
た
基
金
を
森
林
資
源

の
保
全
、
田
沢
湖
再
生
な
ど
の
他
、
市
民
生

活
の
向
上
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
促
進
事 

具
体
的
に
何
を
行
う
の
か
？

質
問　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
促
進
事

業
と
し
て
１
，
２
８
８
万
円
を
計
上
し
て
い

る
が
、
事
業
の
具
体
的
内
容
を
問
う
。

答
弁　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
を
受
け
、
首
都
圏
企
業
で
は
地
方
へ

の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
設
置
に
つ
い
て
注

目
し
て
い
る
。
本
事
業
で
は
こ
う
し
た
企
業

ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
市
内
へ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
設
置
を
促
進
し
、
若
者
の
雇
用
機
会

の
確
保
と
定
住
人
口
増
を
目
指
す
。

　

具
体
的
内
容
と
し
て
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
誘
致
戦
略
の
策
定
と
企
業
の
ニ
ー
ズ

調
査
の
た
め
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
や
、

「
新
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業
化
調
査
・

企
画
委
託
」
と
し
て
、
仙
北
市
に
お
け
る
移

動
の
現
状
と
課
題
を
整
理
し
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る

運
行
管
理
や
ア
プ
リ
等
に
よ
る
料
金
決
済
等

を
活
用
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
訪
問
さ
れ
る
方
向
け
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド

型
移
動
サ
ー
ビ
ス
導
入
に
つ
い
て
調
査
し
た

い
。

　

ま
た
、「
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
研
修
企
画
・

運
営
委
託
」
と
し
て
、
最
先
端
技
術
を
活
用

し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
置
す
る
企
業

で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
図
り
た
い
。

主
に
高
校
生
や
社
会
人
を
対
象
と
し
た
デ
ジ

タ
ル
人
材
育
成
の
研
修
を
実
施
す
る
ほ
か
、

小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
研
修
会
、
高
齢
者

向
け
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
も
予
定
し
て

い
る
。
期
間
は
令
和
３
年
度
か
ら
５
年
度
ま

で
の
３
年
間
で
あ
る
。

■補正予算の主な内容

子育て世帯生活支援特別給付金給付事業費 4,258万円 ひとり親世帯や住民税非課税世帯などに対する支援。
子ども 1 人あたり 5 万円

新型コロナウイルスワクチン接種体制
確保事業費 2,506万円 ワクチン接種業務に従事する職員経費やネット予約に関する費用、

バスの借上料など

再生可能エネルギー導入促進事業費 20万円 民間企業による玉川地内での小水力発電への出資金

サテライトオフィス誘致促進事業費
（地方創生推進交付金） 1,288万円 企業のサテライトオフィス誘致とデジタル人材育成のための委託経費

メガ団地等大規模園芸拠点育成事業費
補助金 1,006万円 神代地区のネギの大規模育苗ハウスの整備に対する補助。

農業者研修集会施設管理運営費 2,107万円 雲沢集落センターの屋根の全面改修経費

平福記念美術館冷温水発生機更新事業費 4,946万円 平福記念美術館の冷温水機更新工事

仙北市学校給食応援事業費 2,756万円 新型コロナによる親の経済負担軽減のため、7 月～ 10 月の給食費を
減免

仙北市感染予防対策支援事業費補助金 750万円 県の認証制度と連動し衛生環境整備に取り組む飲食店等を支援。
補助上限 10 万円

2021 仙北市プレミアム宿泊支援事業費 1,058万円 市内の宿泊施設に宿泊する際に使用できる県民限定値引券を独自発行。
1 人 3,000 円× 3,000 人分

本
会
議
・
予
算
委
員
会
で
の
質
疑
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8
人
の
提
言

４選不出馬！先の新聞報道にあったが、
今もその気持ちに変わりはないか

市長 ３期 12 年で市長職を市民の皆さまへお返しする

蒼生会 小 林 幸 悦 議員

え
ら
れ
て
何
と
か
今
日
を
迎
え

て
い
る
。
感
謝
の
思
い
し
か
な

い
。
私
の
能
力
を
考
え
る
と
、
市

長
を
担
え
る
の
は
３
期
が
限
界
で

あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
た
後

の
社
会
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う

新
し
い
価
値
観
の
時
代
に
突
入
す

る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
仙
北
市

は
ト
ッ
プ
交
代
、
人
心
一
新
を
行

う
こ
と
が
最
良
と
判
断
し
た
。
少

し
早
い
時
期
の
態
度
表
明
だ
と

思
っ
た
が
、
私
の
表
明
が
次
の
市

長
を
目
指
す
、
そ
の
志
を
持
つ
人

に
届
き
、
新
リ
ー
ダ
ー
の
誕
生
に

少
し
で
も
役
立
て
れ
ば
と
願
っ
て

い
る
。
残
す
任
期
も
全
力
で
公
務

に
あ
た
る
。

次
期
市
長
選
へ
の
対
応

に
つ
い
て

質
問　

先
の
新
聞
報
道
で
、
市
長

は
４
選
へ
の
出
馬
は
な
い
と
の
内

容
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
気
持
ち
は

今
の
時
点
で
も
変
わ
り
は
な
い

か
。
ま
た
、
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
も
伺
う
。　

答
弁　

私
の
４
期
目
は
な
い
。
３

期
12
年
で
市
長
職
を
市
民
の
皆
さ

ま
に
お
返
し
す
る
。
首
長
は
マ
ラ

ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
で
は
な
く
、
駅
伝

競
走
の
一
人
の
走
者
で
あ
る
。
任

期
中
、
申
し
訳
の
立
た
な
い
、
悔

し
い
、
悲
し
す
ぎ
る
事
案
が
続
い

た
。
し
か
し
、
い
つ
も
周
囲
に
支

候
補
地
の
再
検
討
を
要
す
る
も

の
と
考
え
る
。

角
館
の
お
祭
り
に
関
す

る
対
応
に
つ
い
て

質
問　

角
館
の
お
祭
り
に
お
け

る
曳
山
行
事
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
市
当
局
及
び
教
育
委
員
会
の

考
え
を
問
う
。

答
弁 

５
月
に
開
催
の
お
祭
り
実

行
委
員
会
で
、
市
長
・
危
機
管
理

監
・
医
療
局
長
が
参
与
と
し
て
委

嘱
を
受
け
、
感
染
症
専
門
医
師
の

助
言
を
頂
く
こ
と
な
ど
提
案
し

た
。
市
長
と
し
て
、
ま
た
市
コ
ロ

ナ
対
策
本
部
長
と
し
て
、
市
民
は

も
ち
ろ
ん
観
光
客
も
含
め
た
来

訪
者
の
安
全
確
保
が
第
一
で
あ

る
と
考
え
る
。
お
祭
り
を
き
っ
か

け
と
し
た
コ
ロ
ナ
感
染
者
は
絶

対
に
出
さ
な
い
。
お
祭
り
に
行
政

の
口
出
し
は
不
適
当
で
は
あ
る

が
、
安
全
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
が

想
定
さ
れ
る
場
合
は
然
る
べ
き

対
応
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

答
弁
（
教
育
長
）
子
ど
も
た
ち

の
安
全
安
心
が
第
一
と
考
え
て

い
る
。
今
後
、
お
祭
り
の
形
が
決

ま
っ
た
段
階
で
、
臨
時
校
長
会
を

開
催
し
各
小
中
学
校
で
、
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
く
か
検
討

す
る
。

（
門
脇 

晃
幸 

記
）

曳
山
会
館
の
建
設
計
画
は

質
問　

伝
統
、
文
化
、
芸
能
の
継

承
と
保
存
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

建
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
続
け

て
頂
き
た
い
が
ど
う
か
。

答
弁　

令
和
２
年
度
の
公
共
施
設

等
個
別
施
設
計
画
の
全
体
計
画
の

策
定
及
び
第
一
期
個
別
施
設
計
画

の
見
直
し
の
際
に
は
曳
山
会
館

（
仮
称
）
の
建
設
は
引
き
続
き
検

討
を
要
す
る
案
件
、
と
い
う
位
置

づ
け
で
あ
っ
た
。
今
後
の
財
政
状

況
等
を
勘
案
し
た
い
。
幾
つ
か
の

建
設
候
補
地
の
中
に
旧
中
町
庁
舎

敷
地
も
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
現

在
は
譲
渡
の
方
針
で
あ
る
た
め
、

■今期限りでの退任を表明した門脇光浩市長

■コロナ禍で曳山行事はどうなる？
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8
人
の
提
言

と
い
う
考
え
方
に
集
約
さ
れ
た
。

市
で
は
そ
れ
を
受
け
、
農
繁
期
前

に
広
報
等
で
注
意
喚
起
を
行
う
な

ど
し
て
き
た
。

質
問　

遮
断
機
の
無
い
第
４
種
踏

切
は
全
国
で
約
２
，６
０
０
カ
所
、

県
内
に
は
70
カ
所
あ
り
、
そ
の
う

ち
29
カ
所
が
内
陸
線
だ
。
運
輸
安

全
委
員
会
で
も
、
廃
止
ま
た
は
保

安
設
備
の
整
備
を
す
べ
き
と
し
て

い
る
が
現
状
を
伺
う
。
加
え
て
、

整
備
費
の
国
庫
補
助
に
つ
い
て
も

確
認
し
た
い
。
ま
た
、
先
進
例
と

し
て
Ｊ
Ｒ
西
日
本
山
陰
線
に
お
け

る
半
自
動
式
ゲ
ー
ト
の
設
置
も
紹

介
す
る
が
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
踏
切
廃
止
に
つ

い
て
の
協
議
は
な
か
っ
た
。
三
セ

ク
等
を
対
象
と
し
た
国
庫
補
助
と

し
て
は
「
鉄
道
軌
道
安
全
輸
送
設

備
等
整
備
事
業
」
等
が
あ
る
。
中

村
踏
切
前
後
の
市
道
路
面
へ
の
注

内
陸
線
の
踏
切
事
故
対

策
を

質
問　

内
陸
線
中
村
踏
切
で
は
平

成
に
入
っ
て
２
件
の
死
亡
事
故
が

起
こ
っ
て
お
り
、
こ
の
４
月
に
も

車
の
接
触
事
故
が
発
生
し
た
。
県

や
事
業
者
と
の
協
議
状
況
を
伺

う
。

答
弁　

４
月
12
日
の
事
故
発
生

後
、
４
月
30
日
、
５
月
28
日
の
両

日
、
内
陸
縦
貫
鉄
道
の
吉
田
社
長

と
面
談
し
地
域
の
要
望
を
伝
え

た
。
ま
た
、
そ
の
後
、
内
陸
線
の

取
締
役
会
で
も
同
じ
く
対
応
を
協

議
し
て
い
る
。
さ
ら
に
６
月
４
日

に
は
、
県
の
猿
田
副
知
事
に
も
相

談
し
て
い
る
。

質
問　

一
昨
年
の
鎌
足
踏
切
で
の

死
亡
事
故
に
関
す
る
調
査
報
告
書

で
は
、
事
故
後
の
措
置
と
し
て
、

事
業
者
側
で
は
注
意
柵
の
塗
装
や

踏
切
警
標
等
を
設
置
し
た
と
あ

る
。一
方
で
市
の
対
応
と
し
て
は
、

第
４
種
踏
切
の
第
１
種
化
、
ま
た

は
廃
止
に
つ
い
て
、
地
元
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
う
と
し
て
い
た
が
実
施

さ
れ
た
の
か
。

答
弁　

一
昨
年
の
死
亡
事
故
発
生

後
、
地
元
の
集
落
座
談
会
で
意
見

を
頂
い
た
。
結
果
的
に
、
踏
切
廃

止
で
は
相
当
な
距
離
を
迂
回
す
る

こ
と
に
な
る
た
め
、
今
後
も
安
全

に
留
意
し
て
踏
切
を
横
断
し
た
い

し
た
が
、
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

答
弁
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

長
）　

移
動
期
日
前
投
票
所
は
、

人
口
減
、
高
齢
化
に
よ
る
投
票
所

の
統
廃
合
に
よ
っ
て
最
寄
り
の

投
票
所
が
遠
く
な
る
た
め
実
施

さ
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

移
動
期
日
前
投
票
所
は
、
有
権
者

か
ら
好
評
で
あ
る
一
方
で
、
通
信

イ
ン
フ
ラ
の
確
保
と
そ
の
精
度

が
十
分
で
は
な
い
可
能
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
二
重
投
票
を
招
く

恐
れ
も
あ
る
。
今
後
も
移
動
期
日

前
投
票
所
を
は
じ
め
、
投
票
所
ま

で
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
等
、
様
々
な

支
援
方
法
を
検
討
す
る
。

質
問　

確
定
申
告
の
際
も
同
様

に
申
告
会
場
ま
で
の
移
動
対
策

を
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
の

か
。

答
弁　

運
転
が
困
難
で
あ
る

方
々
や
体
が
不
自
由
な
方
々
な

ど
は
電
話
等
で
問
い
合
わ
せ
頂

け
れ
ば
、
ま
ず
申
告
が
必
要
か
ど

う
か
を
調
べ
、
必
要
な
場
合
に
は

申
告
書
を
送
付
し
て
郵
送
で
申

告
し
て
頂
く
対
応
を
し
て
い
る
。

高
齢
化
に
よ
り
こ
う
し
た
需
要

が
今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
、
記
入
方
法
等
を
分
か
り

や
す
く
す
る
な
ど
の
工
夫
を
重

ね
対
応
し
た
い
。

（
高
橋 

豪 

記
）

意
標
示
や
看
板
設
置
等
、
簡
易
的

な
整
備
に
つ
い
て
現
在
協
議
中
で

あ
る
。
半
自
動
ゲ
ー
ト
も
調
査
の

上
検
討
し
た
い
。
今
後
も
危
機
感

を
持
っ
て
進
め
て
行
く
。

子
ど
も
の
交
通
事
故
防

止
を

質
問　

県
内
で
は
４
月
中
旬
ま
で

小
中
学
生
の
交
通
事
故
が
過
去
５

年
間
で
最
多
と
な
っ
て
い
る
。
市

の
安
全
教
育
を
伺
う
。

答
弁
（
教
育
長
）　

本
市
で
は
、

児
童
生
徒
の
生
命
、
身
体
の
安
全

と
心
の
健
康
の
確
保
を
最
優
先
事

項
と
し
、
防
災
・
安
全
教
育
の
充

実
に
努
め
て
い
る
。
小
学
校
で
は

４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
交
通
安

全
教
室
が
開
催
さ
れ
、
警
察
署
と

連
携
し
、
歩
行
や
自
転
車
の
安
全

に
つ
い
て
指
導
し
て
い
る
。
中
学

校
で
は
、
４
月
上
旬
に
自
転
車
点

検
と
安
全
指
導
が
行
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
通
学
路
点
検
も
実
施

し
、
改
善
が
必
要
な
場
合
は
各
関

係
機
関
に
要
望
し
改
善
し
て
い

る
。選

挙
や
確
定
申
告

高
齢
者
の
移
動
手
段
確

保
を

質
問　

こ
の
春
の
知
事
選
で
横
手

市
と
湯
沢
市
が
バ
ス
を
使
っ
た
移

動
期
日
前
投
票
所
を
初
め
て
導
入

市長 関係機関と協議を続け危機感を持って進める

蒼生会 武 藤 義 彦 議員

内陸線踏切の事故防止対策を

■事故が多発する内陸線中村踏切
　早期改善を
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門
脇
市
政
の
こ
れ
ま
で

の
検
証
に
つ
い
て

質
問　

40
項
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

を
掲
げ
、
市
長
に
就
任
し
て
か
ら

12
年
。
当
時
、
こ
れ
が
全
部
達
成

さ
れ
れ
ば
仙
北
市
は
ど
れ
だ
け
良

く
な
る
の
か
と
感
じ
て
い
た
。
し

か
し
、
徐
々
に
尻
す
ぼ
み
に
な
っ

て
来
た
。
市
長
自
身
、
何
点
く
ら

い
の
達
成
度
か
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
に
、内
部
評
価
、

外
部
評
価
、
市
民
検
討
評
価
の
３

段
階
で
結
果
が
出
て
い
る
。
そ
こ

か
ら
数
値
化
し
た
も
の
は
、
40
項

目
の
平
均
点
で
５
点
満
点
中
２
．

６
点
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
か
ら

は
50
点
程
度
の
評
価
を
頂
い
た
も

の
と
思
う
。

質
問　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
中
の
総
合

産
業
研
究
所
は
一
体
何
を
や
っ
た

の
か
。

答
弁　

民
間
の
研
究
所
員
と
市
職

員
の
チ
ー
ム
に
、
県
立
大
学
の
教

授
を
所
長
に
迎
え
た
。
組
織
や
役

割
も
違
う
、
そ
れ
が
一
つ
に
な
り

色
々
な
可
能
性
が
開
け
る
と
思
っ

た
が
、
大
変
難
し
か
っ
た
。
多
く

の
努
力
を
し
て
頂
い
た
が
、
そ
れ

を
１
期
目
の
間
に
し
っ
か
り
支
え

る
事
が
出
来
な
か
っ
た
自
ら
を
悔

や
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
後
の
仙
北
市
の

様
々
な
ま
ち
づ
く
り
、
特
に
農
山

辺
の
過
疎
が
ど
の
く
ら
い
改
善

さ
れ
る
か
と
い
う
事
を
過
疎
計

画
に
盛
り
込
め
る
か
込
め
な
い

か
と
い
う
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
時
点
で
は
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
で

進
め
て
行
く
事
が
財
政
的
な
フ

レ
ー
ム
に
な
る
と
思
う
。
そ
の
他

の
手
法
に
つ
い
て
は
、
今
後
調
査

を
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

（
田
口 

寿
宜 

記
）

事
に
な
る
が
、
要
望
額
に
対
す
る

配
分
率
は
少
し
ず
つ
上
が
っ
て
来

て
い
る
。
今
後
も
要
望
活
動
を
進

め
、
事
業
費
確
保
に
向
け
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。

答
弁　

辺
地
債
は
、
辺
地
地
域
で

な
け
れ
ば
発
行
出
来
な
い
。
あ
の

地
域
は
辺
地
地
域
で
は
な
い
た

め
、
基
本
的
に
辺
地
債
は
使
用
で

き
な
い
。
過
疎
債
に
つ
い
て
は
、

道
路
が
進
展
し
、
橋
梁
が
架
か
る

事
で
人
の
往
来
が
進
み
、
そ
の
周

村
体
験
協
議
会
等
に
つ
な
が
る

農
山
村
デ
ザ
イ
ン
室
は
、
総
合
産

業
研
究
所
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

で
あ
り
、
海
外
と
の
交
流
で
は

大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が

出
来
た
。
総
合
産
業
の
名
の
と

お
り
、
手
か
ら
生
れ
て
来
る
様
々

な
も
の
づ
く
り
、
福
祉
の
分
野

や
サ
ー
ビ
ス
、
交
流
事
業
、
観

光
事
業
な
ど
、
全
て
の
範
疇
に

あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
、
そ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
る
と
多

く
の
成
果
が
あ
っ
た
と
思
う
。

質
問　

神
代
中
央
線
に
つ
い
て
、

道
路
の
傷
み
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
来
て
い
る
。
古
館
野
橋

が
出
来
る
前
に
、
道
路
補
修
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と

本
末
転
倒
で
あ
る
。
古
舘
野
橋

の
早
期
完
成
に
向
け
、
可
能
で

あ
れ
ば
辺
地
債
、
過
疎
債
を
利

用
す
る
方
向
で
目
途
を
つ
け
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
（
建
設
部
長
）
令
和
２
年

度
に
右
岸
側
下
部
工
の
工
事
が

終
了
し
て
い
る
。
令
和
３
年
度

は
左
岸
側
の
橋
台
の
工
事
に
か

か
り
、
今
年
度
い
っ
ぱ
い
の
工

事
予
定
を
見
込
ん
で
い
る
。
国

の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

で
行
っ
て
い
る
事
業
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
は
国
か
ら
の
予
算
配

分
が
低
か
っ
た
。
こ
の
補
助
金
の

付
き
具
合
に
よ
り
進
め
て
行
く

市民クラブ  小木田 隆 議員

市長 現在の財源の他に手当てがないか調査をしたい

古館野橋の早期完成に向け、
別財源の検討を

■早期の改修が望まれる神代中央線・古館野橋
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市長 早い段階で実施することが適切だと思う 

日本共産党 平 岡 裕 子 議員

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

声
を
響
か
せ
る
た
め
に

質
問　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り

仙
北
市
の
出
生
者
数
が
減
少
し
て

い
る
が
、
子
育
て
世
代
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
と
課
税
世
帯
へ
の
窓
口
負

担
を
廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

仙
北
市
の
昨
年
度
の
出
生

届
は
、過
去
最
少
の
86
件
だ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
る
が
、
子

育
て
環
境
や
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
対

す
る
不
安
も
感
じ
て
い
る
。
18
歳

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
と
課
税
世

帯
の
窓
口
負
担
の

廃
止
は
、
来
年
度

以
降
に
実
施
す
る

こ
と
が
適
切
だ
と

思
う
。

質
問　

本
定
例
会

の
補
正
予
算
で
、

学
校
給
食
の
４
ケ

月
間
減
免
が
提
案

さ
れ
て
い
る
が
、

通
年
で
無
料
に
で

き
な
い
か
。

答
弁
（
教
育
長
）

今
回
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
経
済
対
策
と

し
て
国
の
交
付
金

を
活
用
し
た
。
急

速
に
進
む
少
子
化

対
策
と
し
て
、
給

う
で
あ
れ
ば
、
養
護
教
諭
と
協
議

し
た
い
。

質
問　

一
般
家
庭
へ
の
生
理
用

品
の
無
償
提
供
は
考
え
て
い
な

い
の
か
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
収
束

後
も
、
こ
の
事
業
は
継
続
す
る
の

か
。

答
弁　

防
災
用
に
備
蓄
し
て
い

る
生
理
用
品
を
活
用
し
、
一
般
家

庭
に
も
無
償
提
供
す
る
。
コ
ロ
ナ

禍
だ
け
が
原
因
で
は
な
く
、
問
題

の
根
源
は
根
深
い
も
の
が
あ
り
、

来
年
度
以
降
も
無
償
提
供
を
継

続
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
法
と
自
治
体

の
独
立
性
に
つ
い
て

質
問　

５
月
12
日
に
成
立
し
た

デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
６
法
や
国

に
応
募
し
た
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ

構
想
は
、
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に

よ
り
国
に
よ
る
管
理
が
強
化
さ

れ
、
自
治
体
の
独
立
性
が
失
わ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念

も
あ
る
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

ま
だ
国
か
ら
具
体
的
な

説
明
が
な
く
、
詳
細
に
答
弁
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
標
準

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
も
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
き
た
市
独
自
の

サ
ー
ビ
ス
や
自
治
体
の
独
立
性

が
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

（
高
橋 

輝
彦 

記
）

答
弁
（
教
育
長
）
就
学
前
教
育
の

重
要
性
及
び
幼
保
と
小
学
校
の
円

滑
な
連
携
を
重
視
す
る
私
の
思
い

を
園
長
会
、
校
長
会
で
伝
え
て
い

く
。
ま
た
、
小
学
校
の
発
表
会
見

学
や
合
同
で
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球

根
植
え
な
ど
幼
児
と
児
童
の
交
流

を
図
る
と
と
も
に
、
小
学
校
の
授

業
研
究
会
や
保
育
参
観
に
保
育
士

と
教
職
員
が
互
い
に
出
席
す
る
な

ど
、
両
者
の
連
携
を
積
極
的
に
進

め
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
家
庭

の
経
済
支
援
と
持
続
化

に
つ
い
て

質
問　

コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
し
て
い

る
家
庭
へ
の
経
済
対
策
と
し
て
、

生
理
用
品
を
小
・
中
学
校
で
無
償

配
布
す
る
こ
と
は
評
価
す
る
が
、

現
状
と
配
布
方
法
を
伺
う
。

答
弁
（
教
育
長
）
現
在
、
全
て
の

小
・
中
学
校
が
生
理
用
品
を
保
健

室
に
常
備
し
て
お
り
、
年
間
20
人

程
度
の
児
童
・
生
徒
が
利
用
し
て

い
る
。
今
後
は
、
誰
で
も
躊
躇
な

く
保
健
室
に
貰
い
に
行
け
る
環
境

を
作
り
た
い
。

質
問　

子
ど
も
た
ち
が
恥
ず
か
し

く
な
く
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
学
校
の
ト
イ
レ
に
常
備
し

た
ら
ど
う
か
。

答
弁
（
教
育
長
）
子
ど
も
た
ち
が

保
健
室
に
行
く
の
を
躊
躇
す
る
よ

食
費
の
無
償
化
は
大
き
な
効
果
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
年
間
約

８
，
３
７
０
万
円
の
給
食
費
を
減

免
す
る
財
源
確
保
に
つ
い
て
検
討

さ
せ
て
頂
き
た
い
。

就
学
前
教
育
と
小
学
校

教
育
の
連
携
強
化
に
つ

い
て

質
問　

本
定
例
会
の
教
育
行
政
報

告
で
、
幼
保
と
小
学
校
の
円
滑
な

連
携
が
重
要
で
あ
り
、
両
者
の
連

携
を
計
画
的
に
行
う
と
あ
っ
た

が
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

１８歳までの医療費無料化と
課税世帯の窓口負担廃止を

■西明寺小でのにこにここども園 (年長組 )との交流会
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人
の
提
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市長 個別施設計画に基づいて施設管理や処分をしていく

市民クラブ  荒木田 俊一議員

財源を生み出すために、公共施設の整理
を迅速に

に
入
っ
て
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
拠

点
施
設
の
進
出
意
向
が
あ
る
企
業

か
ら
現
地
訪
問
を
頂
い
た
。
し
か

し
、
最
終
候
補
地
ま
で
残
っ
た
も

の
の
進
出
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

現
在
、
事
業
中
断
と
な
っ
て
い
る

ハ
レ
タ
ス
田
沢
湖
の
植
物
工
場
事

業
の
実
現
を
第
一
に
考
え
た
い
。

農
産
物
等
へ
の
鳥
獣
被

害
対
策
を

質
問　

自
然
観
察
会
員
の
方
か

ら
、
最
近
、
イ
ノ
シ
シ
と
ニ
ホ
ン

ジ
カ
を
頻
繁
に
見
る
よ
う
に
な
っ

た
と
伺
っ
て
い
る
。
既
に
、
田
ん

ぼ
に
は
爪
痕
が
あ
り
、
我
々
の
住

ん
で
い
る
す
ぐ
そ
ば
ま
で
来
て
い

る
。
市
は
人
的
被
害
が
な
い
と
対

応
し
な
い
の
か
。
増
え
す
ぎ
な
い

よ
う
早
め
に
手
を
打
つ
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

農
林
整
備
課
で
は
、
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
の
協
力
を
得
な

が
ら
、日
没
後
で
も
実
施
で
き
る
、

く
く
り
わ
な
や
箱
わ
な
を
活
用
し

た
捕
獲
計
画
を
立
て
て
い
る
。
ニ

ホ
ン
ジ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
の
目
撃
情

報
も
多
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
被

害
の
防
止
を
防
ぐ
体
制
を
早
急
に

取
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え

て
い
る
。

公
共
施
設
管
理
計
画
の

進
捗
状
況
は

質
問　

コ
ロ
ナ
終
息
後
も
税
収
の

落
ち
込
み
が
予
想
さ
れ
、
公
共
施

設
の
管
理
は
市
の
財
政
に
大
き
く

影
響
す
る
。
財
政
を
考
え
、
よ
り

早
く
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

第
１
期
個
別
施
設
計
画
の

変
更
で
、
公
共
施
設
の
処
分
等
を

年
次
計
画
で
進
め
、
遊
休
財
産
の

処
分
に
つ
い
て
も
具
体
化
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
準
備
が
整
っ

た
個
所
か
ら
順
次
公
売
、
事
業
者

募
集
等
を
進
め
る
。今
年
度
中
は
、

２
箇
所
の
公
売
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
自
主
財
源
の
確
保
、
今

後
の
行
財
政
運
営
の
た
め
に
も
、

個
別
施
設
計
画
に
基
づ
く
計
画
的

な
施
設
管
理
、
処
分
等
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

企
業
誘
致
造
成
地
の
有

効
活
用
は
い
か
に

質
問　

企
業
誘
致
に
工
業
団
地
が

必
要
と
し
て
造
成
し
た
田
沢
湖
黒

沢
工
業
団
地
の
活
用
が
挫
折
の
連

続
で
あ
る
。
有
効
に
活
用
す
る
手

立
て
が
見
え
て
い
な
い
。
レ
タ
ス

工
場
以
外
に
声
は
か
か
っ
て
い
な

い
の
か
。

答
弁　

企
業
誘
致
を
進
め
る
環
境

整
備
に
力
を
入
れ
て
き
た
が
手
ご

わ
さ
を
実
感
し
て
い
る
。
今
年
度

た
い
。

答
弁
（
危
機
管
理
監
）
火
災
報

知
器
の
設
置
率
は
増
え
て
い
る

状
況
に
あ
る
が
、
火
元
は
、
居
間

や
台
所
が
多
い
の
に
対
し
、
義
務

設
置
場
所
は
寝
室
や
階
段
の
上

と
な
っ
て
い
る
。
居
間
と
台
所
は

推
奨
と
い
う
形
で
あ
る
。
市
で
は

こ
れ
を
義
務
化
す
る
た
め
の
条

例
整
備
等
に
つ
い
て
消
防
署
と

協
議
し
て
い
る
。
ま
た
、
警
報
が

鳴
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
な
い
、
電

池
が
切
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も

被
害
が
発
生
し
て
い
る
一
因
で

あ
る
た
め
、
消
防
と
連
携
し
て
対

応
し
て
い
き
た
い
。

（
平
岡 

裕
子 

記
）

生
保
内
体
育
館
の
修
理

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る

の
か

質
問　

屋
根
の
修
理
と
合
わ
せ
て

痛
ん
で
い
る
外
壁
も
修
繕
し
た
方

が
よ
い
と
い
う
提
案
に
対
し
、
市

で
は
検
討
す
る
と
答
弁
し
て
い

る
。
検
討
内
容
を
伺
う
。

答
弁　

改
修
事
業
は
現
在
、
設
計

業
務
の
発
注
に
向
け
た
精
査
を

行
っ
て
い
る
。外
壁
に
関
し
て
は
、

劣
化
が
目
立
つ
箇
所
で
も
あ
る
の

で
塗
装
な
ど
の
対
応
を
考
え
て
い

る
。火

災
報
知
器
設
置
で
死

傷
者
減
少
対
策
を

質
問　

近
年
、
高
齢
者
の

み
の
家
庭
で
火
災
に
よ
る

死
傷
者
が
増
え
て
い
る
。

地
域
ぐ
る
み
で
声
を
掛
け

合
わ
な
い
と
防
げ
な
い
。

火
災
報
知
器
も
一
定
の
効

果
を
上
げ
て
い
る
が
設

置
に
至
ら
な
い
家
庭
も
あ

る
。
残
念
な
事
態
を
防
ぐ

た
め
の
対
策
を
問
う
。

答
弁　

女
性
消
防
団
員
と

社
会
福
祉
協
議
会
、
消
防

署
の
三
者
連
携
で
高
齢
者

世
帯
の
防
火
診
断
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
火
災
予

防
の
啓
発
に
努
め
て
い
き

■火災による死傷者を防ぐため、高齢者のみの世帯に
　火災報知器の設置を求める
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ク
ニ
マ
ス
未
来
館
に
つ

い
て
市
長
退
任
前
に
道

筋
を
付
け
る
べ
き
だ

質
問　

田
沢
湖
再
生
や
ク
ニ
マ
ス

里
帰
り
の
拠
点
施
設
と
し
て
建
設

し
た「
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
」

を
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い

く
の
か
に
つ
い
て
、
10
月
の
退
任

か
ら
58
年
、
増
設
後
か
ら
44
年

経
過
し
て
い
る
。
平
成
28
年
度

に
実
施
し
た
道
路
、
橋
定
期
点
検

で
は
、
橋
の
健
全
性
の
診
断
判
定

区
分
が
「
２
」
で
、
予
防
保
全
段

階
の
レ
ベ
ル
だ
っ
た
。
市
で
は
か

ね
て
か
ら
国
に
予
算
要
望
を
し

て
い
た
が
、
令
和
３
年
度
は
、
国

か
ら
「
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
補
助

事
業
」
の
内
示
が
あ
り
、
よ
う

や
く
事
業
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

た
。
今
年
度
は
他
の
事
業
も
入

れ
て
９
事
業
２
億
２
１
０
万
円

を
要
望
し
、
実
際
に
は
１
億
９
，

３
２
５
万
円
の
配
分
と
な
っ
た

が
、
内
川
橋
に
つ
い
て
は
補
修
の

詳
細
設
計
を
行
う
予
定
で
準
備

を
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
設
計
に
よ
り
、
実
際
の
工

事
規
模
や
期
間
、
付
属
の
各
添
架

管
の
扱
い
等
を
示
し
て
い
き
た

い
。

答
弁
（
教
育
長
）　

現
時
点
で
角

館
小
・
中
学
校
が
内
川
橋
を
危
険

箇
所
と
し
て
い
る
の
か
定
か
で

は
な
い
た
め
、
後
ほ
ど
確
認
し
て

答
弁
す
る
。

（
後
日
追
加
答
弁
）　

角
館
小
・
中

学
校
と
も
に
、
内
川
橋
を
注
意
・

指
導
箇
所
と
認
定
し
て
い
る
。
歩

行
に
つ
い
て
は
、
横
に
広
が
ら
ず

一
列
で
、
す
れ
違
う
際
も
譲
り
合

う
よ
う
注
意
喚
起
し
て
い
る
。

（
荒
木
田 

俊
一 

記
）

は
他
自
治
体
よ
り
も
手
薄
で
は
な

い
か
。

答
弁　

市
が
行
っ
て
き
た
経
済
支

援
策
は
市
独
自
の
も
の
の
他
、
県

や
国
の
事
業
も
含
め
多
様
で
あ

る
。
仙
北
市
で
は
行
っ
て
い
る
が

他
の
自
治
体
で
は
行
っ
て
い
な
い

も
の
、
ま
た
、
そ
の
逆
も
あ
る
。

現
在
も
新
し
い
支
援
策
を
検
討
し

て
お
り
、
今
議
会
中
に
提
案
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。主
な
内
容
は
、

市
民
・
県
民
に
期
間
限
定
で
利
用

頂
く
ツ
ー
リ
ズ
ム
支
援
事
業
、
故

郷
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
食

品
な
ど
を
送
る
際
の
送
料
の
助
成

事
業
、
県
と
連
携
し
飲
食
店
の
県

認
証
制
度
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
衛
生

環
境
整
備
事
業
、
Ｊ
Ｒ
と
連
携
し

た
新
幹
線
物
流
の
定
期
化
な
ど
複

数
検
討
中
で
あ
る
。

老
朽
化
が
著
し
い
内
川
橋

早
期
の
改
修
を

質
問　

角
館
町
桧
木
内
川
「
内
川

橋
」
の
老
朽
化
に
よ
り
、
住
民
か

ら
は
早
期
改
修
・
架
け
替
え
の
要

望
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
市
の
取

り
組
み
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
で
は
角
館

小
・
中
学
校
の
通
学
路
で
も
あ
る

こ
の
箇
所
を
危
険
箇
所
と
認
識
し

て
い
る
の
か
。

答
弁　

内
川
橋
は
、
当
初
の
架
設

ま
で
に
道
筋
を
付
け
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
弁　

様
々
な
組
織
の
協
力
の

下
、
民
間
と
の
橋
渡
し
役
を
今
後

も
し
て
い
き
た
い
。
田
沢
湖
の
再

生
に
よ
る
経
済
活
動
を
手
に
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
退
任
す
る

こ
と
は
心
残
り
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
更

な
る
経
済
対
策
を
求
め

る質
問　

コ
ロ
ナ
不
況
下
に
あ
る
観

光
産
業
、
物
産
、
お
土
産
店
、
飲

食
店
な
ど
の
事
業
者
へ
の
支
援
策

市長 民間との橋渡し役を今後もしていきたい

高 久 昭 二 議員

クニマス未来館 市長退任前に道筋を

■市長はこの生徒たちの視線の先に田沢湖再生の明かりを
　灯せたか！
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教育長 新過疎計画に載せ、
新過疎債での事業として実現したい

る
医
学
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
が
確
立

さ
れ
て
お
り
、
国
の
指
針
で
早
期

発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な
が
る
と

し
て
推
奨
さ
れ
、
市
が
実
施
し
て

い
る
。
頭
部
・
腹
部
Ｃ
Ｔ
検
査
は
、

受
診
者
に
と
っ
て
、
放
射
線
に
よ

る
被
爆
や
造
形
剤
に
よ
る
ア
レ
ル

ギ
ー
等
の
不
利
益
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、
が
ん
検
診
に
は
そ
ぐ
わ
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。

門
脇
市
長
３
期
目
に
お

け
る
一
般
質
問
の
確
認

に
つ
い
て

質
問　

Ｊ
Ｒ
角
館
駅
の
東
西
自
由

通
路
整
備
事
業
は
ど
う
な
る
か
。

答
弁　

内
川
橋
完
了
後
に
取
組
む

事
業
と
し
て
い
る
が
、
２
月
に
Ｊ

Ｒ
秋
田
支
社
長
と
面
談
し
、
補
助

金
の
動
向
等
に
つ
い
て
話
を
し
て

い
る
。
本
日
の
夕
方
に
支
社
長
と

面
談
し
、
内
川
橋
の
補
強
補
修
事

業
の
補
助
金
配
分
が
決
定
し
た
こ

と
に
よ
り
、
橋
の
事
業
が
本
格
的

に
動
き
出
す
こ
と
を
報
告
す
る
。

質
問　

秋
田
新
幹
線
の
全
列
車
を

角
館
駅
と
田
沢
湖
駅
に
停
車
さ
せ

る
取
組
み
は
。

答
弁　

全
列
車
停
車
に
つ
い
て
は

繰
返
し
要
望
し
て
き
た
が
、
Ｊ
Ｒ

秋
田
支
社
で
は
東
京
か
ら
秋
田
ま

で
の
最
速
便
運
航
を
生
命
線
と
し

て
お
り
、
仙
北
市
だ
け
で
な
く
県

全
体
の
便
益
と
利
益
を
考
え
る
必

内
陸
線
中
村
踏
切
の
安

全
対
策
に
つ
い
て

質
問　

見
通
し
の
悪
い
下
り
列
車

（
９
本
）
を
、
中
村
踏
切
手
前
で

徐
行
運
転
で
き
な
い
か
。

答
弁　

内
陸
線
に
よ
る
と
徐
行
運

転
は
可
能
で
あ
る
が
、
徐
行
に

よ
っ
て
安
全
性
が
ど
れ
ほ
ど
向
上

す
る
か
検
討
し
た
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。
何
よ
り
も
運
転
者
の
注
意

喚
起
が
一
番
重
要
だ
と
い
う
認
識

で
あ
る
。

質
問　

踏
切
に
接
す
る
道
路
の
一

時
停
止
ラ
イ
ン
が
消
え
か
か
っ
て

い
る
が
、
目
立
つ
色
で
広
く
ペ
イ

ン
ト
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

道
路
へ
の
ペ
イ
ン
ト
な
ど

補
助
的
な
対
策
は
も
ち
ろ
ん
実
施

す
る
が
、
４
月
の
衝
突
事
故
の
よ

う
に
、
踏
切
に
は
遮
断
機
や
警
報

器
が
当
然
あ
る
も
の
と
思
い
込
ん

で
い
る
こ
と
へ
の
対
策
が
必
要
で

あ
る
。

が
ん
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
の
推
進
に
つ
い

て質
問　

市
が
助
成
し
て
い
る
が
ん

検
診
に
、
頭
部
Ｃ
Ｔ
検
査
と
腹
部

Ｃ
Ｔ
検
査
を
追
加
で
き
な
い
か
。

答
弁　

肺
が
ん
・
乳
が
ん
等
の
が

ん
検
診
は
、
検
診
に
よ
り
死
亡
率

を
確
実
に
下
げ
る
と
い
う
確
固
た

質
問　

田
沢
湖
庁
舎
の
冷
房
設

備
の
設
置
は
可
能
か
。

答
弁　

Ｆ
Ｆ
式
冷
暖
房
エ
ア
コ

ン
や
寒
冷
地
仕
様
エ
ア
コ
ン
等

を
庁
内
で
比
較
検
討
し
て
い
る
。

今
年
度
中
に
策
定
計
画
を
完
了

し
、
来
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
た

い
。

（
武
藤 

義
彦 

記
）

要
が
あ
る
。

質
問　

落
合
球
場
整
備
事
業
の
財

源
確
保
は
。

答
弁　

新
過
疎
法
が
制
定
と
な

り
、
落
合
球
場
整
備
事
業
を
事
業

計
画
と
し
て
掲
載
す
る
作
業
を
し

て
い
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ

る
が
、
財
源
の
確
保
、
事
業
内
容

の
精
査
を
進
め
な
が
ら
事
業
進
捗

に
努
力
す
る
。

蒼生会 高 橋 輝 彦 議員

落合球場整備の財源確保は

・エビデンス…症例に対して効果があることを示す根拠、証拠用語
解説

■スコアボードの電光掲示板化や、球場内にある危険な柱を撤去するなどの
　全面的改修が望まれている落合球場。
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8
人
の
提
言

質
問　

観
光
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

中
で
、
新
た
な
旅
の
形
の
提
案
や

ア
ウ
ト
ド
ア
、
自
然
環
境
を
生
か

し
た
取
り
組
み
等
前
向
き
な
も
の

が
出
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

常
識
が
覆
さ
れ
た
今
こ
そ
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
の
観
光
産
業
の
あ
り

方
を
示
し
、
第
２
次
観
光
振
興
計

画
の
見
直
し
を
図
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
弁　

観
光
客
は
、
密
を
避
け
、

安
全
・
安
心
を
意
識
し
た
新
し
い

コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
と
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
て

質
問　

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
ん
で
は

い
る
が
、
国
・
県
の
支
援
か
ら
漏

れ
て
い
る
事
業
者
に
対
し
、
昨
年

の
よ
う
な
事
業
継
続
支
援
金
の
交

付
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

答
弁　

直
接
交
付
す
る
と
い
う
協

議
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
市
の
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
、
プ
レ
ミ

ア
ム
観
光
支
援
事
業
は
７
月
に
行

う
予
定
だ
。
加

え
て
、
確
実
に

ワ
ク
チ
ン
接
種

を
進
め
る
事
が

経
済
対
策
に
つ

な
が
る
と
考
え

る
。

　

国
で
は
月
次

支
援
金
制
度
に

よ
り
中
小
法
人

等
に
月
20
万
円
、

個
人
事
業
主
に

は
月
10
万
円
を

支
援
し
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
国

の
制
度
を
ス

ム
ー
ズ
に
活
用

で
き
る
よ
う
市

商
工
会
、
商
工

課
で
相
談
に

当
っ
て
い
く
。

結
婚
し
て
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
。

そ
こ
で
、
子
育
て
や
教
育
、
医
療
・

福
祉
の
環
境
を
充
実
し
て
い
く

と
い
う
よ
う
に
施
策
が
進
化
し

て
い
く
。
こ
れ
が「
定
住
の
循
環
」

だ
。

　

し
か
し
、
今
後
は
少
し
変
化
し

て
く
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

第
２
期
仙
北
市
総
合
戦
略
で
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
し
て
「
市

民
の
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
事
に
し
て

い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
企
業
の
働
き
方
改
革
が
進

ん
で
い
る
他
、
地
方
で
収
入
を
確

保
し
な
が
ら
生
活
を
す
る
ス
タ

イ
ル
の
確
立
へ
社
会
全
体
が
大

き
く
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
定
住

概
念
が
少
し
変
わ
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
も
考
え
る
。

　

素
晴
ら
し
い
資
源
に
恵
ま
れ

た
仙
北
市
の
人
口
減
少
を
抑
え
、

定
住
人
口
を
増
や
し
た
い
と
い

う
思
い
は
変
わ
ら
な
い
が
、
行
政

と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
も
う
一
方
の
担
い
手
は
市
民

で
あ
る
。
市
民
の
方
々
が
、
ど
う

い
う
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
の
か
が
今
後
一
層
重
要
と
な

る
。

（
熊
谷 

一
夫 

記
）

旅
の
ス
タ
イ
ル
を
求
め
て
い
る
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
イ
の

提
供
な
ど
は
新
た
な
旅
の
重
要
な

パ
ー
ツ
で
あ
る
と
思
う
。
計
画
の

策
定
時
か
ら
４
年
が
経
過
し
大
き

な
環
境
の
変
化
が
あ
っ
た
。
新
し

い
首
長
を
迎
え
る
早
い
段
階
で
の

方
向
性
見
直
し
が
適
切
と
考
え
て

い
る
。

質
問　

今
後
コ
ロ
ナ
を
上
回
る
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
起
こ
り
得
る
可

能
性
も
あ
る
。
市
と
し
て
「
新
型

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
条
例
」
の

制
定
を
検
討
す
る
考
え
は
な
い

か
。

答
弁　

こ
う
し
た
条
例
は
、
政
令

指
定
都
市
の
他
、
緊
急
事
態
宣
言

及
び
ま
ん
延
防
止
措
置
の
指
定
地

域
に
お
い
て
、
都
道
府
県
単
位
で

制
定
さ
れ
て
い
る
と
の
情
報
を
得

て
い
る
。
感
染
症
対
策
の
公
益
性

や
目
的
等
を
考
え
る
と
県
条
例
な

ど
が
適
切
だ
と
考
え
る
。

人
口
減
少
の
抑
制
に
向

け
て

質
問　

人
口
減
少
の
抑
制
に
向
け

て
は
特
効
薬
が
な
い
の
が
事
実
で

あ
る
。
市
長
の
言
う
「
定
住
の
循

環
」
の
考
え
方
を
示
し
て
頂
き
た

い
。

答
弁　

定
住
の
循
環
の
ス
タ
ー
ト

は
働
く
場
所
を
見
つ
け
る
事
。
現

金
収
入
が
あ
り
、
そ
こ
に
住
み
、

市長 協議には入っていない
国の制度をスムーズに活用できるようにしていく

蒼生会 田 口 寿 宜 議員

事業継続支援金の交付はできないか

■コロナ禍で閑散とした武家屋敷通り
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■令和3年度 一般会計補正予算　主な内容
サテライトオフィス誘致促進事業費 1,288万円 サテライトオフィスの誘致やデジタル人材の育成等の委託事業

せんぼくこまくさプラン事業費 28万円 家庭の事情により生理用品の準備が厳しい児童生徒に無償配
布を行う

花いっぱい運動推進事業費 ▲298万円 一斉植栽中止による減額

平福記念美術館冷温水発生機更新事業費 4,946万円 平福記念美術館の冷温水発生機の更新

修学旅行支援事業費補助金 27万円 小中学校の修学旅行の貸切バス経費など

仙北市学校給食応援事業費 2,756万円 学校給食費の減免（７月～ 10月）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
に
つ
い
て

質
問　

学
校
給
食
応
援
事
業
や
修

学
旅
行
貸
し
切
り
バ
ス
の
補
助
の

他
に
、
水
沢
第
二
砂
防
堰
堤
へ
の

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
設
備
設
置
に
充
当

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
以
外
に

も
活
用
可
能
な
の
か
？

答
弁　

昨
年
度
も
、
生
保
内
公
園

や
潟
前
山
公
園
に
ベ
ン
チ
等
を
設

置
し
て
い
る
。
本
交
付
金
に
つ
い

て
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
た
経
済
対
策
や
地
域
支
援
に
も

活
用
可
能
で
あ
る
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致

促
進
事
業
費
に
つ
い
て

質
問　

令
和
５
年
ま
で
の
３
カ
年

計
画
で
、
三
つ
の
企
画
を
委
託
す

る
と
し
て
い
る
が
経
費
以
上
の
効

果
は
見
込
ま
れ
る
の
か
？

答
弁　

事
業
計
画
に
も
掲
げ
て
い

る
が
、
最
低
で
も
１
件
は
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
誘
致
し
た
い
。

テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

誘
致
と
も
連
携
し
て
、
首
都
圏
の

企
業
が
仙
北
市
に
拠
点
を
置
き
、

就
労
す
る
こ
と
で
定
住
人
口
を
増

や
し
て
い
く
取
り
組
み
に
し
た
い
。

さ
ら
に
雇
用
に
繋
が
る
こ
と
に
な

れ
ば
経
費
以
上
の
効
果
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

修
学
旅
行
費
支
援
事
業
費
補

助
金
に
つ
い
て

質
問　

修
学
旅
行
の
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
防
止
の
具
体
的
対
策
と

は
何
か
。
ま
た
、
全
て
の
学
校
が

修
学
旅
行
を
実
施
す
る
の
か
？

答
弁　

感
染
防
止
対
策
と
し
て
、

全
校
が
貸
し
切
り
バ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
に
し
た
。
小
規
模
校
の
一

人
当
た
り
の
負
担
が
大
き
い
こ
と

か
ら
補
助
す
る
こ
と
と
し
、
感
染

拡
大
し
た
場
合
の
中
止
に
よ
る

キ
ャ
ン
セ
ル
料
も
計
上
し
た
。
小
・

中
学
校
の
修
学
旅
行
は
、
６
月
下

旬
を
皮
切
り
に
11
月
ま
で
に
全
て

の
学
校
が
実
施
に
向
け
て
計
画
し

て
い
る
。

「
せ
ん
ぼ
く
こ
ま
く
さ
プ
ラ

ン
」
事
業
費
に
つ
い
て

質
問　

保
健
室
で
の
生
理
用
品
受

け
取
り
に
躊
躇
す
る
児
童
生
徒
も

い
る
と
思
う
が
、
ト
イ
レ
へ
の
常

設
は
考
え
て
い
る
か
？

答
弁　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
が
衛
生
的
に
使
い
や
す

く
利
用
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
。
ト
イ
レ
の
常
設
に
つ
い
て
も
、

各
学
校
で
位
置
や
間
取
り
が
違
う

の
で
、
先
生
方
と
相
談
し
各
学
校

に
合
っ
た
形
で
進
め
た
い
。

平
福
記
念
美
術
館
冷
温
水
発

生
機
更
新
事
業
費
に
つ
い
て

質
問　

５
千
万
円
近
く
も
す
る
冷

温
水
発
生
機
と
は
ど
ん
な
機
械
な

の
か
。
ま
た
、
平
成
22
年
に
中
規

模
修
理
し
た
際
に
、
10
年
後
に
は

機
器
交
換
が
必
要
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
何
故
当
初
予
算
に
盛

り
込
ま
れ
な
か
っ
た
の
か
？

答
弁　

冷
温
水
発
生
機
は
、
灯
油

ま
た
は
重
油
を
燃
や
し
て
、
温
水
・

冷
水
を
発
生
さ
せ
全
館
の
冷
暖
房

を
行
う
設
備
で
あ
る
。
市
の
大
規

模
な
文
化
施
設
で
あ
る
市
民
会
館

や
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
で
も
同
様

の
設
備
を
使
用
し
て
い
る
。
設
備

更
新
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
数
年

に
わ
た
り
当
初
予
算
で
要
望
し
て

い
た
が
、
全
体
の
優
先
順
位
の
中

で
故
障
し
た
場
合
に
は
修
繕
で
対

応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
　

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

総務文教常任委員会

　６月定例会、総務文教常任委員会では、令和３年度一般会計補正予算や生保内財産区特別会計補正予算な
どが審査されました。

サテライトオフィス誘致により、
定住人口増と地域課題の解決をめざす

■冷温水発生機が更新される
　平福記念美術館
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■クリオン看板が強風で破損
　早い修繕対応を求める

市民福祉常任委員会

■令和3年度 一般会計補正予算　主な内容

通知カード・個人番号カード関連事業費 189万円 戸籍附票システムをコンビニ交付できるようにする。印字プリンタ
購入費用

温泉休養施設管理運営費 122万円 西木温泉クリオン看板修理費用

子育て世帯生活支援特別給付金給付事業費 2,030万円 低所得子育て世帯生活支援特別給付のための費用

新型コロナウイルスワクチン接種体制
確保事業費 1,094万円 64 歳以下のワクチン接種に関わる費用

国民健康保険特別会計神代施設診療施設
勘定操出金 302万円 国民健康保険特別会計神代施設診療施設運営に係る操出金の追加

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費 

マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
プ
リ
ン
タ

の
購
入
に
つ
い
て

質
問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

印
字
プ
リ
ン
タ
の
不
具
合
が
あ
り

購
入
し
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
台

数
は
何
台
か
。
い
つ
か
ら
使
っ
て

い
た
の
か
。
高
額
で
は
な
い
か
。

答
弁　

台
数
は
１
台
で
あ
る
。
平

成
27
年
10
月
か
ら
使
用
し
て
い
た
。

前
は
40
万
円
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、

今
回
は
５
年
間
の
訪
問
修
理
（
税

抜
き
19
万
5
千
円
）
が
入
っ
た
金

額
と
な
っ
て
い
る
。

ク
リ
オ
ン
の
看
板
修
理 

い
つ

ま
で
に
行
う
の
か

質
問　

ク
リ
オ
ン
の
総
合
看
板
の

上
部
が
破
損
し
、
危
険
な
状
態
に

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
い
つ
頃

ま
で
修
繕
を
す
る
の
か
。

答
弁　

補
正
予
算
が
通
り
次
第
契

約
を
進
め
、
で
き
る
だ
け
早
め
に

対
応
し
た
い
。
修
繕
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
で
は
な
く
上
部
の
剥
が
れ

て
い
る
と
こ
ろ
を
交
換
す
る
な
ど

緊
急
性
を
も
っ
て
対
応
し
た
い
。

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
給
付
事
業
費
（
ひ
と

り
親
世
帯
以
外
分
）
交
付
金

申
請
方
法
は

質
問　

対
象
児
童
一
人
当
た
り
一

律
５
万
円
で
３
２
８
人
分
の
予
算

と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
の
申
請

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答
弁　

令
和
3
年
4
月
分
の
児
童

手
当
、
ま
た
は
特
別
児
童
手
当
の

受
給
者
で
、
令
和
3
年
度
分
の
住

民
税
（
均
等
割
）
が
非
課
税
の
方

は
申
請
が
い
ら
な
い
。
こ
れ
以
外

に
も
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
収

入
が
減
っ
た
場
合
な
ど
も
対
象
と

す
る
が
、
申
請
が
必
要
で
あ
り
窓

口
で
対
応
し
た
い
。

　６月定例会の市民福祉常任委員会では、令和３年度一般会計補正予算などが審査されました。
コロナ禍の経済支援対策として、ひとり親世帯以外で、住民税非課税世帯やコロナの影響により著しく減収
したお子さんの養育者に、「子育て世帯生活支援特別給付金」が支給されます。

コロナ対策「子育て世帯生活支援特別給付金」に
2,030万円

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
質

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

令和３年度仙北市病院事業会計補正予算
～新型コロナ患者対応の医師等に慰労金支給へ～

質問　新型コロナウイルス感染症の入院治療を
行った医療従事者に対する慰労金として
260 万円の補正予算が計上されているが、
対象人数と支給基準について伺う。

答弁　令和 2 年 7 月 1 日から令和 3 年 3 月 31 日
までの間に、直接従事した、医師 1 名、
感染対策に関する専門看護師 1 名、看護
師 11 名の合計 13 名である。一人当たり
20 万円を支給する
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産業建設常任委員会

文
化
財
保
護
費
（
角
館
町
割

４
０
０
年
記
念
事
業
費
）

質
問　

来
年
度
へ
延
期
す
る
こ
と
に

よ
る
減
額
で
あ
り
、
市
民
の
方
か
ら

は
、
非
常
に
残
念
だ
と
す
る
声
を
聞

く
が
、
来
年
度
の
開
催
に
向
け
た
対

応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

記
念
行
事
の
延
期
に
つ
い
て

は
、
歴
史
的
に
興
味
の
あ
る
方
か

ら
も
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
令
和
4
年
度
の
開
催
ま
で
、
1

年
あ
る
の
で
準
備
の
時
間
に
充
て

る
。
講
義
に
つ
い
て
も
、
佐
竹
家
の

こ
と
に
限
ら
ず
、
芦
名
家
の
こ
と

も
講
義
を
い
た
だ
く
予
定
と
し
て
お

り
、
令
和
4
年
度
の
開
催
に
向
け
た

準
備
に
取
り
組
む
。

意
見　

現
在
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
を
気
に
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
来
年
度
の
開
催
時
に
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
終
わ
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
華
や
か
な
雰
囲
気
で
、

角
館
の
伝
統
文
化
を
し
っ
か
り
と

皆
様
に
広
め
、
伝
え
て
い
け
る
よ

う
な
形
で
の
開
催
を
期
待
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

■令和3年度 一般会計補正予算の主な内容
産地パワーアップ事業費補助金 △2,863万円 国の 3 次補正により令和 2 年度補正予算計上のための減額

強い農業・担い手づくり総合支援事業費補助金 △1,952万円 国の 3 次補正により令和 2 年度補正予算計上のための減額

メガ団地等大規模園芸拠点育成事業費補助金 1,006万円 ネギの育苗ハウス増棟による補助

多面的機能支払交付金事業費 422万円 新規の組織の活動面積確定に伴い補助額決定による補助

農林業者研修集会施設管理運営費 2,106万円 雲沢集落センター屋根の全面改修に伴う経費

花葉館施設整備事業費 292万円 電気配線工事及び事務所エアコン更新費用

観光施設維持管理費 330万円 水沢第 2 砂防堰堤の側面にボルダリングウオール設置費用

地域おこし企業人交流プログラム事業費負担金 280万円 日本航空社員 1 名を仙北市に受け入れ交流人口の拡大に向け
ていろいろな事業に取り組む。

角館町割 400 年記念事業費 △173万円 開催を来年度へ延期することによる減額

FIS フリースタイルスキーワールドカップ秋田
たざわ湖大会負担金 2,715万円 来年 2 月 26 ～ 27 日を開催予定として大会の準備を進める

組織委員会に対し事業費を負担する

　産業建設常任委員会では令和 3 年度一般会計補正予算などについて審査しました。ネギの大規模園芸拠点
施設に対する補助 1,006 万円や角館町割 400 年事業の延期による減額予算などが提案されました。

ネギのメガ団地へ1,006万円
角館町割400年事業はコロナにより延期へ

■角館町割 400年記念事業はコロナにより
　来年度への延期が決定した（角館町割図）

■神代地区に整備されるネギの大規模育苗施設建設
　予定地（建物手前）
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　市議会一般質問を傍聴した方々の声を掲載します。
６月定例会では市役所研修の一環として新人職員の方々が多く傍聴されていたことから、3 名の方々の感想
をご紹介致します。

総務部税務課 主事　大
お お い し

石　日
ひ ゅ う が

向

　この度の議会見学を通じて、議員の方々や門脇市長が様々な視点から仙北市の課題を議論している
ところを傍聴し、自分の視野の狭さを感じた。
　私は仙北市の課題といえば人口減少やコロナウイルスによる不況の中の観光への取り組みなどが
真っ先に思いつく。しかし、議員の方々は市民の安全のことに対しての質問や提案が多く挙げられた。
我々の仕事は、市民のことを第一に考慮しなければならないことに気付かされた。
また、門脇市長の「定住の循環」の考えを拝聴し、加速していく人口減少に歯止めをかけるため、仙
北市の人口減少についてより深く考えたいと改めて感じた。
　研修を終え、市職員として仙北市の発展のため、様々なところに注目していかなければならないと
思った。これからの業務ではより市民の声に耳を傾けていきたい。

建設部上下水道課 主事　高
た か は し

橋　　 眸
ひとみ

 

　議場が田沢湖庁舎内にあり、とても身近な存在であることに驚きました。また、議会中はタブレッ
トで資料を読んでおり、議会もＩＴ化が進んでいる事にも驚きました。一般質問の答弁は口答で行わ
れ、数字などは分かりにくく感じました。資料をタブレットで表示できるならば、傍聴席にもモニター
などを設置し、具体的な数字や表などの資料を表示できれば一般の傍聴者にもとても分かりやすくな
るのではないかと思いました。
一般質問の答弁を聞いて、改めて市役所の仕事は多岐にわたっていることを実感しました。議会を通
して市の事業が明らかになり、それに対する意見が出ることで、事業が良い方向に進んでいく様子が
見学でき、良い経験だったと思います。さらに、市役所の仕事が還元されている事を知る機会にもな
りました。今後、議会が開催される時には議事内容等に関心を持つようにしたいと思います。

総務部地方創生・総合戦略室 主査　 伊
い と う

藤　潤
み つ あ き

秋

　令和３年度第３回仙北市議会定例会の一般質問傍聴研修では、市施策の進行状況や将来に対する方
針等の市政全般に係る一般質問について、議会中継の動画では分からない、市議会議員と市長等との
間で行われる質疑応答の様子を議場で間近に見ることができた。
　各議員の質問は、我々の身近な事項であり、市職員として、また、一市民として興味深かった。内容は、
新型コロナウイルス感染症、伝統文化の保存・継承、橋梁等のインフラ整備、交通安全対策、就学前
教育と小学校教育の連携強化等と多岐にわたっており、質問される市議会議員は、関連法規や先行事
例の調査等、十分に準備された上で議会に臨んでいるのが分かった。我々市職員が行っている業務が、
市長等の回答に影響するということを目の当たりにして、改めて日々の取り組みの大切さを認識する
ことができた。

傍聴席の声
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６
月
定
例
会
前
に
現
職
市
長
不
出
馬
の
報
道
が

あ
り
、
一
般
質
問
で
正
式
に
不
出
馬
を
表
明
し
ま

し
た
。
い
つ
も
と
は
少
し
雰
囲
気
の
違
う
議
論
が

展
開
さ
れ
た
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
の
生
活
が
豊
か
に
な
る
よ
う
、
そ

し
て
、
仙
北
市
が
前
進
し
て
行
く
上
で
も
、
行
政

に
は
あ
る
程
度
の
継
続
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
財

政
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
何
を
選
択
し
集

中
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
議
会
の
果
た
す

チ
ェ
ッ
ク
機
能
や
政
策
提
言
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

重
要
に
な
っ
て
来
ま
す
。
気
を
引
き
締
め
て
日
々

頑
張
ら
ね
ば
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
未
だ
に
猛
威

を
振
っ
て
お
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
ん
で

い
ま
す
が
、
当
初
の
予
定
よ
り
遅
れ
て
終
了
す
る

状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
観
光
産
業
が
メ

イ
ン
の
本
市
に
と
っ
て
、
非
常
に
苦
し
い
時
間
が

１
年
以
上
続
い
て
い
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
普
及

で
僅
か
な
希
望
の
光
が
見
え
て
来
ま
し
た
。
も
う

少
し
の
辛
抱
。
こ
の
状
況
を
乗
り
切
る
為
に
も
、

切
れ
目
の
な
い
経
済
支
援
対
策
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
コ
ロ
ナ
の
退
散
を
強
く
願
う
日
々
で
す
。　

（
田
口 

寿
宜 

記
）

編
集
後
記

議会の改革

議会会議規則に
出産・育児・介護等による

欠席事由を明文化
　地方議員のなり手不足が全国的な
課題となっておりますが、6 月定例
会では若い世代や女性の方々が、出
産育児、家庭、介護等と両立して議
員活動が可能となるよう会議規則を
変更しました。これまで議会を欠席
できる場合は「事故のため」と規定
されていましたが、これを出産や育
児、介護などでも正式に休暇が取れ
るよう規定を見直し、規則に明文化
しています。

議会もはんこレスへ前進
請願書は署名のみでＯＫに

　国による押印廃止の政策動向を踏
まえ、議会に提出される請願書は印
鑑が不要となるよう規則を変更しま
した。今後は署名のみでの提出が可
能となります。

「おでかけ市議会」は新型コロナウイルス感染防止の観点
から、当面の間休止しておりますのでご了承願います。
●お問合せ先…仙北市議会事務局　TEL0187-43-0334

お
知
ら
せ

おでかけ市議会の
休止について

全
国
市
議
会

議
長
会
表
彰

　

6
月
定
例
会
で
は
全
国
市
議
会
議

長
会
に
よ
り
3
名
の
議
員
に
永
年
勤

続
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

在
職
20
年
表
彰

八
　
栁
　
良
太
郎　
議
員

在
職
15
年
表
彰

荒
木
田
　
俊
　
一　
議
員

田
　
口
　
寿
　
宜　
議
員


